














































































作業工程は,大きく分類 して ①扇骨 ②































度いとされ,神 の依 り代 として強い力を持っ
という共通認識がある。 この事か ら祝意の象


























重要 とする。 その 「かたち」 を導 くのは,
「文化」「作法」「形式」など 「生きかた」「暮
らしかた」「行為のしかた」等の 「かた」で
ある。扇のかたちは,まさにそれが使われる
場,空 間,状況により,つまり使われかたに
よって悉 く決定される。
この 「かた」と 「かたち」に着目するとモ
ノのデザインとコ トのデザインとが表裏一体
となって扇の多面性を形成 し,重層的精神構
造を継承 してきたことがわかる。各分野での
習わ しや約束事により千変万化する扇が,日
本文化の中で今後,ど のような位置付けとな
るか研究を続けたいと思う。
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